






　
昭
和
23
年
に
消
防
組
織
法
が
施
行
さ
れ
、
大
阪
府
内
で
も
順
次
、
自
治
体
消
防
が

発
足
し
ま
し
た
。
75
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
先
人
た
ち
か
ら
伝
え
ら
れ
た

数
々
の
教
え
が
、
今
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

　
様
々
な
障
害
を
乗
り
越
え
、
繋
い
で
い
く
こ
と
で
消
火
の
礎
と
な
る
ホ
ー
ス
の
よ

う
に
、
大
阪
市
消
防
局
各
課
、
大
阪
市
内
25
消
防
署
、
大
阪
府
内
各
消
防(

局)

本
部

に
お
い
て
先
人
た
ち
が
繋
い
で
き
た
「
伝
承
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。











あけましておめでとうございます。
住吉消防署管内には御鎮座
１８００年の歴史を誇る住吉
大社がございます。この重
要文化財を守るため、当署
の先輩方から受け継がれて
きた｢住吉の誇り｣をもって
日々訓練に取り組んでいま
す。



襷を繋ぐ











当消防本部は、発
足当初から少ない
職員にて運用して
い る た め、火 災、
救急、救助全てを

兼任し全職員一丸となり活動を行っています。諸先
輩方からの経験を受け継ぎ、各種研修で得た知識・
技術と合わせ今後も活動してまいります。











時
系
列　

　

覚
知
日
時
：    　
　
　
　

16
時
07
分

　

現
場
到
着
：    　
　
　
　

16
時
10
分

　

放
水
開
始
：    　
　
　
　

16
時
12
分

　

鎮
圧
時
刻
：    　
　
　
　

16
時
26
分

　

鎮
火
時
刻
：    　
　
　
　

18
時
45
分  

構
造
様
式
及
び
焼
損
程
度

　

木
造
瓦
棒
葺
モ
ル
タ
ル
塗
３
階
建
共

同
住
宅（
建
2
1
2
㎡
／
延
4
7
1
㎡
）

被
救
助
者
：
な
し





④の記載例…

「燃焼建物を南側から見ると○○荘は、 ト

タン屋根全体から煙が噴出しており、 黒

煙が見分される。 炎は２階の南東隅の居

室南側窓からだけ噴き出しているのが見

分される。 １階に炎は確認されず、 南側

玄関扉は閉まっている状況で、 内部の照

明が点灯している状況である。」

火煙の色、 幅、 流れる方向で燃焼場所と火災規模の判断材料、 風の強

さと風向、 延焼方向の判断材料にもなるし、 におい、 音の状況で危険

物等の存在の判断材料にも繋がる。 飛び火の状況で火災の燃焼程度、

延焼危険の判断材料にもなるんや。









　

城
東
署
は
平
成
30
年(

４
年
前
）

新
庁
舎
の
建
て
替
え
が
完
了
し
て

お
り
、延
べ
床
面
積
３
０
７
１
㎡
鉄

骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
５

階
建
て
の
庁
舎
は
震
災
対
策
の

ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
最
新
の
設
備

を
備
え
て
い
ま
す
。庁
舎
の
耐
震
構

造
、
84
時
間
稼
働
で
き
る
自
家
発
電
設
備
、
講
堂
の
地

下
に
は
１
０
０
㎥
の
耐
震
貯
水
槽
、
浸
水
対
策
で
中
二

階
に
設
置
さ
れ
た
警
防
資
器
材
倉
庫
、
最
大
68
名
収
容

可
能
な
待
機
室
等
設
備
が
充
実
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

北
西
側
徒
歩
１
分
に
防
災
拠
点
に
な
る
城
東
区
役
所
、

蒲
生
公
園
が
隣
接
し
て
お
り
、
連
携
が
図
り
や
す
い
位

置
関
係
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
情
報
収
集
】

　

直
下
型
地
震
発
生
時
に
は
、
区
内
で
火
災
、
救
助
等

の
災
害
が
頻
発
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
災
害
発
生
に

関
す
る
情
報
収
集
が
重
要
と
な
り
ま
す
。赤
バ
イ
の
運

用
に
よ
り
区
内
の
災
害
発
生
情
報
を
収
集
、
ま
た
高
所

見
張
り
で
は
京
阪
電
鉄
、Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
、
お
お
さ

か
東
線
の
地
上
線
路
を
確
認
し
電
車
の
脱
線
の
発
生

や
、区
内
道
路
、橋
の
状
況
等
を
確
認
し
ま
す
。

　

ま
た
署
庭
に
40
ｍ
級
の
は
し
ご
車
を
全
伸
梯
し
、
目

視
で
庁
舎
周
辺
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。



　

城
東
区
は
南
海
ト
ラ
フ
大
地

震
に
よ
り
発
生
す
る
津
波
の
浸

水
被
害
の
広
が
り
方
が
臨
海
エ

リ
ア
と
は
異
な
り
ま
す
。地
震
発

生
と
同
時
に
液
状
化
・
防
潮
堤

の
沈
下
が
発
生
し
、区
内
一
部
で

浸
水
が
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
し
て
約
2
時
間
後
に
は
、

津
波
が
到
達
し
寝
屋
川
、
第
二
寝
屋
川
の
水
位

が
上
が
り
、さ
ら
に
浸
水
エ
リ
ア
が
広
が
っ
て
、

城
東
署
、
区
役
所
付
近
の
浸
水
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

発
災
直
後
か
ら
活
動
で
き
る
消
防
は
、
ま
ず

は
区
内
の
被
害
の
状
況
確
認
を
し
ま
す
。液
状

化
、
防
潮
堤
の
沈
下
の
被
害
が
予
測
さ
れ
て
い

る
地
域
を
重
点
的
に
確
認
し
、
被
害
の
広
が
り

を
予
測
、避
難
広
報
の
重
点
箇
所
を
決
定
し
、市

民
の
避
難
を
促
す
活
動
を
行
い
ま
す
。も
ち
ろ

ん
火
災
や
救
助
事
案
等
が
発
生
す
れ
ば
対
応
を

し
な
が
ら
の
活
動
と
な
り
ま
す
。最
悪
の
被
害

想
定
で
は
城
東
署
、
区
役
所
付
近
は
50
㎝
〜
１

ｍ
の
浸
水
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
車
両
退
避
を

含
め
、消
防
署
大
隊
本
部
の
対
応
、避
難
所
と
な

る
区
役
所
で
は
浸
水
に
よ
る
対
応
が
迫
ら
れ
ま

す
。

　

放
出
出
張
所
に
遠
距
離
大
量

送
水
シ
ス
テ
ム
を
保
管
し
、
有

事
の
際
は
D
B
を
要
請
し
運
用

し
ま
す
。今
年
度
、
D
B
を
要
請

せ
ず
、
自
署
の
み
で
シ
ス
テ
ム

が
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま

し
た
。年
間
を
通
し
繰
り
返
し

訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

迅
速
な
水
利
の
確
保
を
目
指
し

ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
、
上
町
断
層

帯
地
震
、
水
害
等
の
大
規
模
災
害
発

生
時
の
対
応
力
の
強
化
に
つ
い
て
、

ま
ず
は
職
員
が
城
東
区
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
熟
知
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
大
規
模
災
害
発
生
時
の
被
害
予

測
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
被
害
の
広
が
り

方
、
消
防
活
動
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い

く
か
、
職
員
が
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
ま
す
。

　

ま
た
防
災
訓
練
等
を
通
じ
て
区
民
の
方
と

地
域
特
性
や
、
ど
の
よ
う
な
被
害
が
発
生
す

る
か
を
共
に
認
識
し
、
災
害
発
生
時
の
避
難

行
動
等
を
促
す
き
っ
か
け
作
り
が
大
切
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　

特
に
城
東
区
は
水
害
発
生
時
に
甚
大
な
被

害
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
水
害
は
各
河
川
の
氾

濫
、
高
潮
、
内
水
氾
濫
、
津
波
で
そ
れ
ぞ
れ

区
内
浸
水
予
測
地
域
が
違
い
ま
す
。
浸
水
予

測
地
域
の
住
人
に
対
し
、
的
確
な
避
難
場
所

へ
広
報
が
重
要
で
す
が
、
管
内
情
勢
を
熟
知

し
て
い
な
け
れ
ば
的
確
な
避
難
広
報
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

今
後
の
震
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
想
定
さ
れ

る
被
害
予
測
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
な
活
動
に

推
移
し
て
い
く
か
を
予
測
し
、実
際
に
行
動
し
、

ど
の
よ
う
な
備

え
が
必
要
な
の

か
を
考
え
準
備

す
る
と
い
っ
た

地
道
な
訓
練
の

積
み
重
ね
が
必

要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
上
で
、

城
東
署
、区
役

所
が
浸
水
し
た

後
の
対
応
が
今

後
の
検
討
課
題

と
な
っ
て
い
ま

す
。















　令和４年１１月２３日、
『OBCラジオまつり ふれあ
い広場2022』にて企画部企
画課広報担当の「そなえ亭
震災」こと石川司令補が
消防落語を披露しました。



●災害用伝言ダイヤルの使い方！
メッセージの録音編
１　「１７１」をダイヤル
２　暗証番号を設定しない場合→「１」を押下
　　　　　　　設定する場合→「３」を押下後４桁の暗証番号をダイヤル
３　決めておいた電話番号をダイヤル
４　「１」を押下し、３０秒以内のメッセージを録音
５　「９」を押下し終了

メッセージの確認編
１　「１７１」をダイヤル
２　暗証番号なしの場合→「２」を押下
　　　　　　ありの場合→「４」を押下後４桁の暗証番号をダイヤル
３　決めておいた電話番号をダイヤルすると録音が再生される
４　複数の録音がある場合→「９」を押下し次の録音へ
５　録音が終了すると自動で終話

　災害用伝言ダイヤルが体験できるのをご存知ですか？通常は、災害時にしか利
用できないものですが、特別に体験できる日があるんです！（体験料は０円）災
害発生にそなえ、家族みんなで災害用伝言ダイヤルの訓練をしてみてはいかがで
しょうか。
　体験利用提供日
　・毎月１日および 15日　０時～24 時
　・正月三が日　１月１日０時～１月３日24 時
　・防災週間　８月30日９時～９月５日17 時
　・防災とボランティア週間　１月15日９時～１月21日17 時













② 起動は手動起動に切替える
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大
阪
消
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第
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巻
第
1
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令
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5
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1
月
5
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発
行

２
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３
・
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